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●  JMA MAKEUP PHOTO CONTEST 2025 結果発表！
●  活躍している卒業生へのインタビュー（横浜fカレッジ・京都医健専門学校）
●  Looop導入で実現する新しいメイク教育とは ― 三幸学園インタビュー
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JMA認定講師特集

これまでの経歴を教えてくださいQ
関西ビューティプロ専門学校卒業後、外資系ブランドのビューティーアドバイザーとして８年勤務。その中で社内資格であるメイクスペシャリスト

を取得、店舗活動以外にもメイクイベントの応援などの活動もしており、様々なことがきっかけで退職、現在では母校である関西ビューティ

プロ専門学校で教員講師として10年が経過しました。今は担任を持ちながらメイク講師をメインに様々な授業を担当しています。

どのような学生・社会人でしたか？Q
幼いころから母親の化粧品が好きでメイクをして遊んだり、髪の毛を自分で切ったりと美容に強く関心を抱いていました。高校生のころ、百

貨店に流行りのコスメを買いに行ったことがビューティアドバイザーを目指すきっかけとなりました。専門学生時代はビューティアドバイ

ザー学科に所属し技術や知識を習得すべく精一杯取り組む毎日を過ごしていました。細かな作業や表現が好きだったため、メイクの授業はと

ても楽しかったです。就職してからは、商品の販売はもちろんですが、お客様とお話が出来ることが楽しく、毎日仕事に行きたくてしょうがな

いと思っていたほどで、睡眠時までも楽しく接客している夢を見ていました。

メイク講師の道を選んだ理由を教えてくださいQ
私が関西ビューティプロ専門学校の学生だったころ、先生がとても美しく憧れであったため、当時から、いつかは講師になりたいと先生に

相談をしていましたが、まずは現場を経験することが大切だと伝えられ当初からの夢であったビューティアドバイザーの職業に就きました。

自身の技術や知識によってお客様が喜ばれ、感謝の言葉までいただけるということにとてもやりがいを感じていました。中でも、学生のお客様

と接する時間がとても楽しかったです。倍率の高い職業を志す学生から就活のメイク相談を受け、彼女の夢の実現に向けて一緒に切磋琢磨

したこともありました。次のステップを考え始めた時、メイク講師という夢を思い出し、講師として再チャレンジすることに決めました。

まずは何よりも

楽しんで

学んでもらえるよう

工夫を重ねたい!

メイクの授業を通して、学生に一番伝えたいことは何ですか？Q
常に見られている意識を持つよう伝えたいです。誰かにメイクをする際、「その場が自分のステージだと思って自信を持ってメイクをするこ

と」と学生には伝えています。普段の授業がどうしても作業的になりやすいため、モデルの満足度、衛生面、スタンスなどへの配慮が抜けやす

くなります。学生時代から見られている意識を持つことで、自然と相手を思いやり、プロとしての立ち居振る舞いが出来るようになると考え

ています。JMAの教育では手技だけではなくプロとしての在り方なども学ぶことができます。簡単そうに見えるメイクの基本技術でも、それ

を当たり前にこなすことは、実はとても難しいことで、日ごろからJMAの学びを重ねることで、初めてプロとしてのスタートラインに立てる

と思っています。

メイク技術以外で大切にしている指導ポイントは何ですか？Q
人間力を育てる事を意識しています。他人を主体に考える能力が無ければどんな仕事であってもプロになることはできません。技術を「して

あげる」のではなく「させて頂く」。特にメイクの仕事は、初対面の方であっても近距離でお顔に触れるという最初の厚い壁を取り除いていく

必要があります。そのためには、謙虚な心で他人を思いやれる人間力が必要不可欠だと思っています。

美容の道を目指す全国の学生へメッセージをお願いしますQ
人間力を大切に。「身だしなみや心」が美しくない人から美しくなる施術を受けられるとは誰も思いません。そして、技術は「基礎や理論」か

ら。どんな技術も、基礎と理論があってこそ初めて応用が成立します。行き詰まった時も基礎に戻れば修正できるものです。人間力に技術力

が合わさった時にプロとしてのあなたの美しさが滲み出ます。プロへの道は簡単なことではありませんが忍耐強く、失敗を恐れずに頑張っ

てください。応援しています！

JMA認定講師としてやりがいを感じる時は？Q
学生の技術力が上がったと感じる時です。学生によって個性も様々で、伸びるスピードやタイミングも異なります。ですがどんな学生であって

も、メイクの基本技術という点においては、必ず努力が実ると思っています。努力を重ねて結果を出した学生を褒めるとき、私はとても嬉しく、

大きなやりがいを感じます。褒められて喜んでいる学生を見たときには可愛らしくて キュンとします。笑

今後の目標は？Q
スキルアップしていく学生に負けないように自分自身の能力を高めていきたいです。わかりやすい伝え方や見せ

方を追求することはもちろんですが、まずは何よりも楽しんで学んでもらえるよう工夫を重ねたいと思っていま

す。もっと学びたい！メイクが楽しい！この人から教わりたい！と思っていただけるよう精進していきます。

JMA認定講師であることをどのように感じている？Q
JMAの認定講師として学生に指導できることを嬉しく思っています。学生にとっては、普段

の先生が、JM Aの認定講師であり検定試験官でもあるため、最低限の緊張で受験できると  

いう声を学生からよく耳にします。それが検定の合格率にも繋がっていると思っています。

萬川 亜未

関西ビューティプロ専門学校

JMA認定講師
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メイクがしたい
そんな想いだけでこの世界に飛び込みました

少し暖かくなってきた頃、いつもはカップルで揃って来てくれるお客様が
その日は一人で来店されました。

「できるだけ綺麗にしてください」

「最近、彼の様子がおかしくて、
きっと、今日、彼に別れを告げられるのだと思う

もしも今日が最後だとしても、彼に“素敵な彼女だった”と思わせたいから・・」
オーダーを受けた私は、うまく動揺を隠せているか心配でした

だって
彼女はこれから彼にプロポーズされることを知っているのだから

「明日、彼女にプロポーズをするからバシッと整えてください」
昨晩、閉店間際に駆け込んできた彼のオーダーは“カットと眉メイク”

この日の彼はいつもより何だか引き締まって見えました

今にも泣き出しそうな彼女を前に
“大丈夫。あなたはこれからプロポーズされるのよ”
すぐにでも伝えたい気持ちをぐっと抑えて

頬に少し艶を残したハーフマットな肌、控えめだけど意志を感じるブレのないアイライン
春を待っていたかのようなピンクのリップをのせました

彼女は少し笑って
「ありがとうございました。行ってきます・・」

そう言ってお店を後にしました。

夕方、揃ってお店に顔を出してくれた二人
「プロポーズだったんです！！」

恥ずかしそうに教えてくれる彼女の笑顔の中のピンクのリップは
今朝のせた時よりも、ずっと華やかにみえました。
私は誰かのためにメイクがしたかったんだ
体中が熱くなるような感じと同時に

自分の仕事をとても誇らしく感じました。

メイクアップは
誰かの辛い日に寄り添い

誰かの特別な日をより特別にすることができる魔法です
だから、メイクアップアーティストはみんな素敵な魔法使い

魔法使いの卵達を私は心より応援しています
頑張れ後輩達

一般社団法人JMA
副理事長　芦田 貴子


